
 

柏 市 監 査 委 員 告 示 第  ４ 号  

 

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ２ ４ ２ 条 第 ５ 項 の 規 定

に 基 づ き 柏 市 職 員 措 置 請 求 に 係 る 監 査 を 行 っ た の で ， そ の 結 果 を 別

紙 の と お り 公 表 し ま す 。  

 

  令 和  ５ 年  ４ 月 ２ ０ 日  

 

         柏 市 監 査 委 員   小  栗  一  徳      

         柏 市 監 査 委 員   日  暮  榮  治  

         柏 市 監 査 委 員   松  本  寛  道      

 

  

○写  
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１  請 求 の 受 付  

  本 件 住 民 監 査 請 求 （ 以 下 「 本 件 請 求 」 と い う 。） に 係 る 柏 市 職

員 措 置 請 求 書 （ 以 下 「 請 求 書 」 と い う 。） は 令 和 ５ 年 ２ 月 ２ ０ 日

に 受 け 付 け た 。  

 

２  請 求 の 要 旨  

 （ 請 求 書 及 び 請 求 書 （ 別 紙 ） か ら 原 文 の ま ま 記 載 ）  

柏 市 職 員 措 置 請 求 書  

 

 別 紙 の 通 り （ 以 下 の 者 、 前 回 措 置 請 求 し た 通 り ） に 関 す る 措 置

請 求 の 要 旨  

 

１  請 求 の 要 旨  

  別 紙 の 通 り で す  

  

２  監 査 委 員 の 監 査 に 代 え て 個 別 外 部 監 査 契 約 に 基 づ く 監 査 に よ

る こ と を 求 め る 理 由  

  別 紙 の 通 り  

 

３  請 求 者  

  略  

 

 地 方 自 治 法 第 ２ ４ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り ， 別 紙 事 実 証 明 書 を

添 え 必 要 な 措 置 を 請 求 し ま す 。 併 せ て ， 同 法 第 ２ ５ ２ 条 の ４ ３ 第

１ 項 の 規 定 に よ り ， 当 該 請 求 に 係 る 監 査 に つ い て ， 監 査 委 員 の 監

査 に 代 え て 個 別 外 部 監 査 契 約 に 基 づ く 監 査 に よ る こ と を 求 め ま

す 。  

 

 ２ ０ ２ ３ 年 ２ 月 ２ ０ 日  

 

 柏 市 監 査 委 員  あ て  

 

 

柏 市 職 員 措 置 請 求 書 （ 別 紙 ）  

 

 柏 市 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル に 関 す る 措 置 請 求 の 要 旨  

 

 請 求 の 要 旨  

 令 和 ２ 年 度 か ら 実 施 し て い る Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル に 関 す る 監 査

請 求 の 件 は 今 も 継 続 さ れ 税 金 の 垂 れ 流 し を し て い る 。 従 っ て 再

度 監 査 請 求 を す る も の で す 。 (要 旨 は 前 回 の 物 を 参 考 資 料 、 今

回 は こ れ ま で 二 重 投 資 さ れ 、 今 も 毎 月 リ ー ス 代 が 支 払 わ れ て い
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る 、 そ の 金 額 を （ 以 下 の 者 前 秋 山 市 長 、 前 鬼 沢 副 市 長 ， 前 河 嶌

教 育 長 、 大 内 統 括 リ ー ダ ー 、 前 高 橋 財 政 部 長 ｛ 現 代 表 監 査 ｝ 前

新 井 契 約 課 長 ｛ 現 教 育 総 務 課 長 ｝ こ の 案 件 の 決 済 者 の 認 証 印 の

あ る 者 及 契 約 事 務 の 責 任 者 ら は 全 額 返 還 せ よ  

 

２ ． 日 時  

  Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 関 連 で は 二 重 投 資 で あ る こ と が 明 ら か に な

っ た の は 教 育 長 の 令 ９ 月 議 会 で の 答 弁 、 そ の 後 １ １ 月 ２ ４ 日 付

け の 調 査 報 告 書 で 詳 細 を 知 っ た  

  調 査 報 告 書 に よ る と P16 の リ ー ス 機 器 の 入 替 の 妥 当 性 ・ P17

の Ｌ Ａ Ｎ 領 域 の 構 築 の 妥 当 性 ） の 中 で も エ ビ デ ン ス が 残 っ て お

ら ず 、 責 任 の 所 在 が 不 明 確 で あ る と 指 摘 し て い る 、 ま た 領 域 の

た め の 機 器 導 入 に つ い て も 疑 問 が 残 る と 報 告 書 で は あ き ら か に

し て い る 。 こ う し た 中 、 令 ３ 年 度 決 算 書 P467 情 報 教 育 の 推 進

で 今 日 も 二 重 投 資 の 支 払 い が 毎 月 行 わ れ て い る 事 が 判 明 し た た

め 令 ５ 年 ２ 月 ９ 日 に 資 料 要 求 し た も の （ 令 ３ ． ４ 年 度 現 在 の 資

料 貼 付 ） こ う し た こ と は 監 査 委 員 や 関 係 者 （ 事 務 局 ） は 資 料 を

取 り 寄 せ れ ば 疑 問 、 不 正 が 明 ら か で あ る に も 関 わ ら ず 柏 市 監 査

委 員 は 調 査 す ら し な い に も 問 題 が あ る 。 何 の た め に 事 務 局 員 。

監 査 委 員 報 酬 な ど 莫 大 な 税 金 が 投 入 さ れ て い る の か 、 令 和 ２

年 、 ３ 年 の 監 査 時 点 で 見 逃 し て い る こ と に も 問 題 で あ る 。  

 

３ ． 外 部 監 査 請 求 を 求 め る 理 由  

  前 回 監 査 請 求 を し た 内 容 や 調 査 報 告 書 を 見 れ ば 、 柏 市 監 査 委

員 と し て 監 査 を 開 始 す べ き で あ る 。 ３ 億 を 超 え る 市 民 の 血 税 が

無 駄 で あ る あ る こ と は 明 ら か で る  

  監 査 委 員 が 見 逃 し た の か 又 は 監 査 の 必 要 性 が 無 い と し た の か

等 な ら 柏 市 監 査 委 員 会 に は 不 信 し か な い 。 監 査 委 員 （ 監 査 委 員

会 の 費 用 は 令 ３ 年 度 決 算 91,959,778 円 ） の 任 務 が は た さ れ て

い る と は 思 え な い た め 外 部 監 査 を 求 め る  

     

 

３  請 求 の 受 理  

  地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。）

第 ２ ４ ２ 条 に 規 定 す る 住 民 監 査 請 求 の 要 件 に 照 ら し て 審 査 し た 結

果 ， 本 件 請 求 は 要 件 を 具 備 し て い る も の と 判 断 し ， 令 和 ５ 年 ２ 月

２ ８ 日 に こ れ を 受 理 し た 。  

 

４  監 査 の 実 施  

 (1) 個 別 外 部 監 査 契 約 に 基 づ く 監 査 を 行 わ な か っ た 理 由  

  請 求 人 は ， 本 件 請 求 に つ い て ， 法 第 ２ ５ ２ 条 の ４ ３ 第 １ 項 の
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規 定 に よ り 監 査 委 員 の 監 査 に 代 え て 個 別 外 部 監 査 契 約 に 基 づ く

監 査 に よ る こ と を 求 め て い る が ， 本 件 請 求 の 監 査 を 行 う に 当 た

っ て は ， 特 に 外 部 の 者 に よ る 専 門 的 な 知 識 や 判 断 等 を 必 要 と す

る 事 案 で は な い と 考 え ら れ る た め ， 個 別 外 部 監 査 契 約 に 基 づ く

監 査 に よ る こ と が 相 当 で あ る と 認 め ら れ な か っ た 。  

(2) 監 査 を 執 行 し た 監 査 委 員  

   小  栗  一  徳   

   日  暮  榮  治   

   松  本  寛  道  

  な お ， 髙 橋 秀 明 監 査 委 員 は ， 法 第 １ ９ ９ 条 の ２ の 規 定 に よ り

除 斥 と し た 。  

 (3) 監 査 の 対 象 事 項  

  請 求 の 要 旨 及 び 請 求 書 に 添 え ら れ た 事 実 証 明 書 か ら ， 監 査 の

対 象 事 項 に つ い て 検 討 を 行 っ た 。  

  そ の 結 果 ， 校 内 Ｌ Ａ Ｎ 等 整 備 賃 貸 借 契 約 （ 以 下 「 当 該 リ ー ス

契 約 」 と い う 。） で 賃 借 し た ネ ッ ト ワ ー ク 機 器 等 は ， 別 途 締 結

し た 委 託 契 約 に よ り ， 市 立 小 中 学 校 の 全 校 で 統 一 し た 機 器 へ の

入 替 え を 行 っ た こ と に 伴 い ， そ の 一 部 が 撤 去 さ れ 別 の 場 所 に 保

管 さ れ て い る 。 撤 去 さ れ た 機 器 に 対 し ， 当 該 リ ー ス 契 約 に 基 づ

く 賃 借 料 （ 以 下 「 リ ー ス 料 」 と い う 。） の 支 出 が 続 け ら れ て い

る こ と は ， 違 法 又 は 不 当 な 公 金 の 支 出 で あ り ， 市 に 損 害 を 与 え

て い る か 否 か を 監 査 の 対 象 事 項 と し た 。  

 (4) 監 査 の 対 象 と す る 公 金 の 支 出  

  監 査 の 対 象 と す る 公 金 の 支 出 に つ い て は ， 法 第 ２ ４ ２ 条 第 ２

項 に 規 定 す る 「 請 求 は ， 当 該 行 為 の あ っ た 日 又 は 終 わ っ た 日 か

ら １ 年 を 経 過 し た と き は ， こ れ を す る こ と が で き な い 。」 に 基

づ き ， 令 和 ４ 年 ２ 月 ２ ０ 日 以 降 に 支 出 し た リ ー ス 料 と し た 。  

(5) 監 査 対 象 部 局  

    教 育 委 員 会 学 校 教 育 部 指 導 課 ， 同 Ｉ Ｃ Ｔ 推 進 室  

    企 画 部 Ｄ Ｘ 推 進 課  

    財 政 部 契 約 課  

(6) 請 求 人 の 証 拠 の 提 出 及 び 陳 述 の 機 会  

  令 和 ５ 年 ３ 月 １ ７ 日 ， 法 第 ２ ４ ２ 条 第 ７ 項 の 規 定 に 基 づ き ，
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請 求 人 に 証 拠 の 提 出 及 び 陳 述 の 機 会 を 設 け ， 監 査 対 象 部 局 の 関

係 職 員 の 立 会 い の も と 陳 述 を 聴 取 し た 。 な お ， 新 た な 証 拠 の 提

出 は な か っ た 。  

 (7) 監 査 対 象 部 局 及 び 関 係 部 局 に 対 す る 調 査  

   令 和 ５ 年 ３ 月 １ 日 に 監 査 の 執 行 を 通 知 し ， 当 該 リ ー ス 契 約 及

び リ ー ス 料 の 支 出 に 関 す る 事 務 の 関 係 資 料 の 提 出 を 求 め ， 調査

を 行 っ た 。  

   ま た ， 令 和 ５ 年 ３ 月 １ ７ 日 ， 監 査 対 象 部 局 か ら 本 件 請 求 に 係

る 陳 述 の 聴 取 を 行 っ た 。  

 (8) 関 係 職 員 の 調 査  

   関 係 職 員 と し て ， Ｉ Ｃ Ｔ 推 進 室 及 び 財 政 部 財 政 課 の 職 員 ， 令

和 ２ 年 度 に 財 政 部 及 び 契 約 課 に 在 籍 し て い た 職 員 ， 令 和 ２ 年度

に Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 関 連 業 務 等 に 従 事 す る た め 教 育 委 員会

学 校 教 育 部 学 校 教 育 課 に 併 任 辞 令 の 交 付 に よ り 配 属 さ れ て いた

職 員 に 対 し ， 聞 き 取 り を 行 っ た 。  

 (9) 関 係 人 の 調 査  

   当 該 リ ー ス 契 約 の 相 手 方 ２ 者 及 び 市 立 小 中 学 校 の 全 校 で 統 一

し た 機 器 へ の 入 替 え を 行 っ た 委 託 契 約 の 相 手 方 １ 者 に 対 し ，法

第 １ ９ ９ 条 第 ８ 項 に 基 づ く 書 面 に よ る 調 査 を 行 っ た 。  

 

５  監 査 の 結 果  

 (1) 本 件 請 求 に 係 る 事 実 の 確 認  

  監 査 対 象 部 局 か ら 提 出 を 受 け た 関 係 資 料 の 調 査 等 に 基 づ き 確

認 し た 事 実 は 次 の と お り で あ る 。  

  ア  当 該 リ ー ス 契 約 に つ い て  

 (ｱ) 目 的  

  市 立 小 中 学 校 の 普 通 教 室 ， 特 別 支 援 教 室 及 び 特 別 教 室 に

学 習 系 及 び 校 務 系 の 校 内 Ｌ Ａ Ｎ の 整 備 を 行 い ， 市 の 使 用 に

供 す る と と も に ， 導 入 に 伴 う 機 器 等 が 常 時 正 常 な 状 態 で 稼

働 し 得 る よ う 保 守 を 行 う こ と を 目 的 と す る 。  

   (ｲ) 契 約 の 内 容  

  当 該 リ ー ス 契 約 は ３ 件 の 契 約 で あ り ， 主 な 内 容 は 次 の と

お り で あ る 。  
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(ｳ) 機 器 の 入 替 え に つ い て  

  当 該 リ ー ス 契 約 で 整 備 し た 機 器 の う ち ， 学 習 系 の 機 器 は ，

別 途 締 結 し た 委 託 契 約 に 基 づ き ， 市 立 小 中 学 校 の 全 校 で 統

一 し た 機 器 へ の 入 替 え が 行 わ れ て い る 。 ま た ， 校 務 系 の 機

器 に つ い て は ， 当 該 リ ー ス 契 約 に 基 づ き 引 き 続 き 使 用 さ れ

て い る 。  

  な お ， こ の こ と に よ る 当 該 リ ー ス 契 約 の 変 更 等 は 行 わ れ

て い な い 。  

(ｴ) 契 約 の 解 除 に 関 す る 規 定  

1 　契約名
　校内ＬＡＮ等整備賃貸借（田中北小学校他２５校）
　※以下「当該リース契約①」という。

2 　対象校 　小学校１０校，中学校１６校

3 　契約日 　平成２９年６月２２日

4 　賃貸借期間 　平成２９年１０月１日～令和４年９月３０日

5 　契約金額 　147,776,400円（税込）

6 　支払回数等 　総価・各月支払（６０回），月額2,462,940円（税込）

7 　契約の相手方 　Ａ社（受注者），Ｂ社（機器等所有者）

1 　契約名
　校内ＬＡＮ等整備賃貸借（柏一小学校他９校）
　※以下，「当該リース契約②」という。

2 　対象校 　小学校１０校

3 　契約日 　平成３０年６月６日

4 　賃貸借期間 　平成３０年１０月１日～令和５年９月３０日

5 　契約金額 　72,770,400円（税込）

6 　支払回数等 　総価・各月支払（６０回），月額1,212,840円（税込）

7 　契約の相手方 　Ａ社（受注者），Ｂ社（機器等所有者）

1 　契約名
　校内ＬＡＮ整備等賃貸借（柏第二小学校他１３校）
　※以下「当該リース契約③」という。

2 　対象校 　小学校１０校，中学校４校

3 　契約日 　令和元年６月６日

4 　賃貸借期間 　令和元年１０月１日～令和６年９月３０日

5 　契約金額 　108,537,000円（税込）

6 　支払回数等 　総価・各月支払（６０回），月額1,808,950円（税込）

7 　変更契約日 　令和元年８月６日

8 　変更後の契約金額 　110,154,000円（税込）

9 　変更後の支払額 　月額1,835,900円（税込）

10 　契約の相手方 　Ａ社（受注者），Ｂ社（機器等所有者）
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  契 約 書 に お い て ， 市 は ， 当 該 リ ー ス 契 約 の 相 手 方 で あ る

Ａ 社 又 は Ｂ 社 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と 認 め る と

き は ， こ の 契 約 を 解 除 す る こ と が で き る と し て お り ， ま た ，

市 の 歳 入 歳 出 予 算 の う ち ， こ の 契 約 に よ り 市 が 負 担 す る 債

務 に 係 る 部 分 に つ い て 減 額 又 は 削 除 が あ っ た と き も 契 約 を

解 除 で き る も の と す る と 規 定 し て い る 。  

  a  こ の 契 約 の 締 結 又 は 履 行 に つ い て 不 正 の 行 為 が あ っ た

と き 。  

  b  Ａ 社 又 は Ｂ 社 の 責 め に 帰 す 理 由 に よ り 履 行 期 限 ま で に

給 付 を 完 了 す る 見 込 み が 無 い と き 。  

  c  こ の 契 約 の 履 行 の 監 督 又 は 検 査 に 際 し ， こ れ に 携 わ る

職 員 の 職 務 の 執 行 を 妨 げ た と き 。  

  d そ の 他 こ の 契 約 の 条 項 に 違 反 す る 行 為 が あ っ た と き 。  

   (ｵ) 損 害 金 に 関 す る 規 定  

  契 約 書 に お い て ， こ の 契 約 の 各 当 事 者 の 履 行 の 遅 延 そ の

他 債 務 の 不 履 行 の 場 合 に お け る 遅 延 利 息 ， 違 約 金 そ の 他 の

損 害 金 に 関 す る こ と に つ い て は ， そ れ ら 債 務 の 不 履 行 が 生

じ た 後 に ， 市 と Ａ 社 で 別 途 協 議 す る も の と 規 定 し て い る 。  

(ｶ) 紛 争 解 決 方 法  

  契 約 書 に お い て ， こ の 契 約 に 関 す る 紛 争 に つ い て は ， 市

と Ａ 社 の 両 者 で 解 決 に 当 た る も の と す る と 規 定 し て い る 。  

(ｷ) 疑 義 の 決 定 等  

  契 約 書 に お い て ， こ の 契 約 の 各 条 項 の 解 釈 に つ い て 疑 義

を 生 じ た と き 又 は こ の 契 約 に 定 め の な い 事 項 に つ い て は ，

市 と Ａ 社 で 協 議 の 上 ， 定 め る も の と す る と 規 定 し て い る 。  

  イ  市 立 小 中 学 校 の 全 校 で 統 一 し た 機 器 へ の 入 替 え を 行 っ た 委

託 契 約 に つ い て  

  全 校 統 一 し た 機 器 へ の 入 替 え は ，「 Ｓ Ｉ Ｎ Ｅ Ｔ 接 続 に 係 る

ネ ッ ト ワ ー ク の 調 整 等 業 務 委 託 」 及 び 「 Ｓ Ｉ Ｎ Ｅ Ｔ 接 続 に 係

る ネ ッ ト ワ ー ク の 調 整 等 業 務 委 託 （ そ の ２ ）」 に 基 づ く 委 託

業 務 の 中 で 実 施 し て い る 。  

  委 託 契 約 の 概 要 は 次 の と お り で あ り ， そ れ ぞ れ の 契 約 期

間 内 に 機 器 の 入 替 え が 行 わ れ て い る 。  
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  ウ  全 校 統 一 し た 機 器 へ の 入 替 え に 伴 う 既 存 の 機 器 の 取 扱 い に  

   つ い て  

  Ｓ Ｉ Ｎ Ｅ Ｔ そ の １ 及 び Ｓ Ｉ Ｎ Ｅ Ｔ そ の ２ の 契 約 に よ り ，

1 　契約名
　ＳＩＮＥＴ接続に係るネットワークの調整等業務委託
　※以下，「ＳＩＮＥＴその１」という。

2 　概要

　国立情報学研究所が提供する学術情報ネットワーク（ＳＩ
　ＮＥＴ）に接続するため既設アクセスポイントの統一，別
　途発注した「校内ＬＡＮ等整備工事」で設置する機器の設
　定及び全体の論理設計等を委託するもの

3 　委託業務の内容

　(1) ＬＡＮネットワーク構築支援
　(2) ネットワーク機器設定業務（工事設置分）
　(3) ネットワーク機器設定業務（ＷＡＮ環境対応分）
　(4) ネットワーク機器調達及び取付業務
　(5) その他(1)～(4)に付随する業務
　※(4) において，各校のネットワーク機器を「校内ＬＡＮ
　　等整備工事」で設置する機器と同一の機器に置き換え，
　　また当該リース契約に基づく既存の機器を市の別途指定
　　する場所へ搬送することとしている。

4 　契約日 　令和２年１２月２日

5 　業務委託期間 　令和２年１２月３日～令和３年３月３１日

6 　契約金額 　326,975,000円（税込）

7 　変更契約日 　令和３年３月２日

8 　支払日 　令和３年４月１９日

9 　契約の相手方 　Ｃ社

1 　契約名
　ＳＩＮＥＴ接続に係るネットワークの調整等業務委託
　（その２）　※以下，「ＳＩＮＥＴその２」という。

2 　概要
　国立情報学研究所が提供する学術情報ネットワーク（ＳＩ
　ＮＥＴ）に接続するため既設アクセスポイントの統一等を
　委託するもの

3 　委託業務の内容

　(1) ネットワーク機器設定業務（ＷＡＮ環境対応分）
　(2) ネットワーク機器調達及び取付業務
　(3) その他(1)～(2)に付随する業務
　※(2) において，各校のネットワーク機器を「校内ＬＡＮ
　　等整備工事」で設置する機器と同一の機器に置き換え，
　　また当該リース契約に基づく既存の機器を市の別途指定
　　する場所へ搬送することとしている。

3 　契約日 　令和３年１月８日

4 　業務委託期間 　令和３年１月１２日～令和３年６月３０日

5 　契約金額 　219,218,846円（税込）

6 　変更契約日 　令和３年３月２日

7 　変更後の契約金額 　246,950,000円（税込）

8 　変更後の業務委託期間 　～令和３年８月３１日

9 　支払日 　令和３年９月２１日

10 　契約の相手方 　Ｃ社
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小 学 校 ３ ０ 校 及 び 中 学 校 ２ ０ 校 に お い て ， 当 該 リ ー ス 契 約 に

基 づ く 既 存 の ネ ッ ト ワ ー ク 機 器 の う ち ， 学 習 系 Ｌ ２ ス イ ッ チ

４ ２ ７ 台 ， Ｈ Ｕ Ｂ ボ ッ ク ス ４ １ ８ 台 ， 無 線 ア ク セ ス ポ イ ン ト

３ ５ １ 台 が 撤 去 さ れ た 。  

  撤 去 後 の 機 器 は ， 仕 様 書 上 ， 市 の 別 途 指 定 す る 場 所 へ 搬

送 す る こ と と し て お り ， 当 初 は 委 託 契 約 の 相 手 方 で あ る Ｃ 社

が 借 用 し た 倉 庫 内 に 保 管 し て い た が ， 保 管 費 用 が Ｃ 社 の 負 担

と な る こ と か ら ， 令 和 ３ 年 ４ 月 ２ ８ 日 以 降 は 市 の 施 設 で あ る

山 高 野 浄 化 セ ン タ ー に 保 管 し て い る 。  

  な お ， 当 該 リ ー ス 契 約 ① は ， 令 和 ４ 年 ９ 月 ３ ０ 日 に 賃 貸

借 期 間 が 満 了 し た た め ， 該 当 す る 機 器 は Ａ 社 に よ り 山 高 野 浄

化 セ ン タ ー か ら 搬 出 さ れ て い る 。  

エ  撤 去 し た 機 器 へ の リ ー ス 料 の 支 出 に つ い て  

  当 該 リ ー ス 契 約 ３ 件 に つ い て ， 学 習 系 の 機 器 の 撤 去 に 伴

う 変 更 契 約 を 行 っ て い な い た め ， 撤 去 し た 機 器 へ の リ ー ス 料

の 支 出 は 契 約 書 ど お り 続 い て い る 。  

  こ の た め ， 当 該 リ ー ス 契 約 に 基 づ く 撤 去 し た 機 器 に 対 す

る リ ー ス 料 の 支 出 は ， 令 和 ４ 年 ２ 月 ２ ０ 日 以 降 令 和 ６ 年 ９ 月

３ ０ 日 ま で に 計 94,199,988 円 生 じ る こ と が 見 込 ま れ る 。  

  な お ， 令 和 ４ 年 ２ 月 ２ ０ 日 以 降 の リ ー ス 料 の 支 出 額 及 び

支 出 予 定 額 は 次 の と お り で あ る 。  

 

当該リース契約① ※令和３年度の撤去した機器に対する支出額は小数点第一位を四捨五入

年度
令和4年2月20日以降

賃貸借期間満了までの支出額

左記のうち

撤去した機器に対する支出額

令和３年度（2月,3月分） 4,925,880円 4,606,157円

令和４年度（9月分まで） 14,777,640円 13,818,470円

合計 19,703,520円 18,424,627円

当該リース契約② ※令和３年度の撤去した機器に対する支出額は小数点第一位を四捨五入

年度
令和4年2月20日以降

賃貸借期間満了までの支出（予定）額
左記のうち

撤去した機器に対する支出(予定)額

令和３年度（2月,3月分） 2,425,680円 2,040,682円

令和４年度 14,554,080円 12,244,090円

令和５年度（9月分まで） 7,277,040円 6,122,045円

合計 24,256,800円 20,406,817円
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(2) 請 求 人 の 陳 述  

  請 求 人 の 陳 述 の う ち ， 監 査 の 対 象 事 項 に 係 る 説 明 の 要 旨 は 次

の と お り で あ る 。  

ア  財 政 部 が 令 和 ３ 年 ２ 月 ９ 日 に 出 し た 「 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル

構 想 の 整 備 に 関 す る 契 約 事 務 の 適 正 性 の 検 証 結 果 に つ い て 」

の 調 査 報 告 書 に 添 付 さ れ た 資 料 に 基 づ き 別 途 確 認 し た と こ ろ ，

令 和 ２ 年 １ ０ 月 に ， 学 校 教 育 課 か ら 総 務 部 行 政 課 に 対 し て ，

当 該 リ ー ス 契 約 の 解 除 に つ い て 問 い 合 わ せ を し て い る 。  

  そ の 問 い 合 わ せ に 対 し ， 同 年 １ ０ 月 ２ ２ 日 ， 行 政 課 か ら ，

当 該 リ ー ス 契 約 の 契 約 書 に 規 定 す る 契 約 解 除 の 事 由 に は ， 市

側 の 都 合 に よ る 契 約 解 除 に 該 当 す る 規 定 が な く ， 当 該 リ ー ス

契 約 の 解 除 は ， 契 約 を 締 結 し た ３ 者 の 合 意 に よ る こ と に な り ，

相 手 方 は 合 意 解 除 に 際 し ， 残 り の 期 間 の リ ー ス 料 相 当 額 の 金

銭 を 市 に 請 求 す る こ と が 十 分 予 想 さ れ る こ と ， ま た 当 該 リ ー

ス 料 相 当 額 の 金 銭 の 法 的 性 質 は 損 害 賠 償 に 当 た り ， 損 害 賠 償

金 を 定 め る に 当 た っ て は 地 方 自 治 法 第 ９ ６ 条 第 １ 項 第 １ ３ 号

に 基 づ き 議 会 の 議 決 が 必 要 と な る た め ， 議 会 へ の 説 明 に 当 た

り ， 損 害 賠 償 金 の 支 出 の 必 要 性 に つ い て 十 分 に 検 討 が 必 要 で

あ る こ と な ど を ， 学 校 教 育 課 ， 指 導 課 ， 財 政 課 ， 契 約 課 の 関

係 職 員 約 ２ ０ 名 に メ ー ル で 送 信 し て い る が ， 各 部 署 の 誰 も こ

の 指 摘 に つ い て 対 応 し て い な い 。  

イ  行 政 は 基 本 的 に は 議 論 し て 決 定 し た こ と が あ っ た 際 に は

議 事 録 を 作 成 す る も の と 思 わ れ る が ， 今 回 の 件 に つ い て は そ

う い っ た こ と が 全 く な さ れ て い な い 。  

 

当該リース契約③

年度
令和4年2月20日以降

賃貸借期間満了までの支出（予定）額
左記のうち

撤去した機器に対する支出(予定)額

令和３年度（2月,3月分） 3,671,800円 3,460,534円

令和４年度 22,030,800円 20,763,204円

令和５年度 22,030,800円 20,763,204円

令和６年度（9月分まで） 11,015,400円 10,381,602円

合計 58,748,800円 55,368,544円
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(3) 監 査 対 象 部 局 及 び 関 係 部 局 に 対 す る 調 査 等  

  監 査 対 象 部 局 の 陳 述 及 び 関 係 職 員 の 聞 き 取 り 並 び に 関 係 資 料

か ら 把 握 し た 内 容 は 次 の と お り で あ る 。  

  な お ， 当 該 リ ー ス 契 約 に 基 づ く リ ー ス 料 の 支 出 の 所 管 部 署 は ，

令 和 ３ 年 度 が 指 導 課 ， 令 和 ４ 年 度 以 降 は Ｉ Ｃ Ｔ 推 進 室 で あ る 。  

ア  Ｉ Ｃ Ｔ 推 進 室  

 (ｱ) 校 内 Ｌ Ａ Ｎ 等 の 整 備 の 背 景  

  情 報 教 育 に つ い て は ， 昭 和 ６ ２ 年 度 に 田 中 北 小 学 校 に 初

め て パ ソ コ ン 教 室 を 整 備 し ， 平 成 ３ 年 度 以 降 ， 順 次 市 内 各

学 校 で 整 備 を 進 め た 。 平 成 １ ２ 年 度 か ら は 光 フ ァ イ バ ー 等

を 利 用 し た 高 速 イ ン タ ー ネ ッ ト 回 線 を 整 備 し た が ， そ の 後

は 再 整 備 を 行 わ な い ま ま 約 １ ５ 年 が 経 過 し ， ネ ッ ト ワ ー ク

が 老 朽 化 し た た め ， 市 内 ６ ３ 校 の 市 立 小 中 学 校 を ４ グ ル ー

プ に 分 け ， 平 成 ２ ９ 年 度 か ら 順 次 整 備 を 進 め る こ と と し た 。

こ の う ち ３ グ ル ー プ ５ ０ 校 の 校 内 Ｌ Ａ Ｎ 整 備 が ， 今 回 の 監

査 対 象 と な っ た ３ 件 の 当 該 リ ー ス 契 約 に よ り 実 施 し た も の

で あ る 。  

  な お ， ４ グ ル ー プ の う ち ， 残 り １ グ ル ー プ １ １ 校 に つ い

て は ， 令 和 ２ 年 度 か ら 新 た な 契 約 に よ り 整 備 す る 予 定 で あ

っ た が ， Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 の 取 組 開 始 に 伴 い ， Ｇ Ｉ Ｇ

Ａ ス ク ー ル 対 応 の 校 内 Ｌ Ａ Ｎ 等 整 備 工 事 に よ り 実 施 し て い

る 。 ま た ， 残 り ２ 校 は ， 長 寿 命 化 工 事 が 予 定 さ れ て い た 土

小 学 校 と 当 時 新 設 校 の 柏 の 葉 中 学 校 で あ り ， 当 該 工 事 の 中

で 整 備 し て い る 。  

 (ｲ) 当 該 リ ー ス 契 約 に よ る 校 内 Ｌ Ａ Ｎ 整 備 の 内 容  

  当 該 リ ー ス 契 約 に よ る 校 内 Ｌ Ａ Ｎ の 整 備 は Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク

ー ル 構 想 が 国 か ら 示 さ れ る 前 の も の で あ り ， 各 校 の パ ソ コ

ン 教 室 に あ る ４ ０ 台 の パ ソ コ ン と 小 中 学 校 の 普 通 教 室 で 教

員 が 使 う パ ソ コ ン ， 小 学 校 の 普 通 教 室 と 小 中 学 校 の 職 員 室

で 教 職 員 が 使 用 す る 校 務 支 援 シ ス テ ム の 稼 働 を 目 的 と し た

も の で あ っ た 。 こ の 処 理 の た め に ， 教 職 員 だ け が 使 用 す る

校 務 系 と 呼 ば れ る 系 統 と ， 授 業 で 使 用 す る 学 習 系 と 呼 ば れ

る 系 統 の ２ 系 統 の 整 備 と な っ て い る 。  
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  (ｳ) Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 へ の 対 応 と リ ー ス 機 器 の 入 替 え  

  令 和 元 年 １ ２ 月 に 国 か ら Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 が 示 さ れ

た こ と を 受 け ， 令 和 ２ 年 ２ 月 の 市 議 会 に 補 正 予 算 を 議 案 と

し て 提 出 し そ れ が 認 め ら れ ， Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 に 対 応

し た 校 内 Ｌ Ａ Ｎ の 整 備 を す る こ と と な っ た 。 し か し ， 令 和

２ 年 ４ 月 に ， そ れ ま で 国 が 示 し て い た ４ か 年 を か け て １ 人

１ 台 の 端 末 を 稼 働 す る 環 境 整 備 の 方 針 が ， 令 和 ３ 年 ４ 月 か

ら 小 中 学 校 の 全 学 年 で １ 人 １ 台 の 端 末 を 稼 働 す る 方 針 に 変

更 さ れ た こ と を 受 け ， 当 該 リ ー ス 契 約 に よ る 校 内 Ｌ Ａ Ｎ 環

境 に お け る 稼 働 に 対 し て ， 複 数 の 事 業 者 か ら 懸 念 が 示 さ れ

た 。  

  こ の 懸 念 は ， 全 学 年 で １ 人 １ 台 の 端 末 を 稼 働 す る こ と に

な る と ， 通 信 量 の 増 加 に よ り 障 害 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る

と い う も の で あ っ た が ， ネ ッ ト ワ ー ク の 安 定 的 な 稼 働 と 機

器 ト ラ ブ ル が 生 じ た 際 の 円 滑 な 障 害 対 応 を 重 視 し た 前 市 長

の 意 向 に よ り ， 既 存 の リ ー ス 機 器 を 入 れ 替 え ， 機 器 を 全 校

統 一 す る こ と に な っ た 。  

  な お ， 小 中 学 校 の 全 学 年 に お け る １ 人 １ 台 端 末 の 一 斉 稼

働 に 当 た っ て は ， 校 内 Ｌ Ａ Ｎ に つ い て 何 ら か の 補 強 が 必 要

で あ る と 教 育 委 員 会 と し て 認 識 し て い た が ， 増 強 に 際 し て

本 来 必 要 で あ る は ず の 詳 細 な 検 証 に つ い て は ， 令 和 ３ 年 度

ま で に 整 備 を し な け れ ば な ら な い 時 間 的 な 制 約 や ， 当 時 の

人 員 体 制 か ら 困 難 で あ っ た と 考 え る 。  

  リ ー ス 機 器 の 入 替 え は ， 令 和 ２ 年 １ ２ 月 ２ 日 に 契 約 を 締

結 し た Ｓ Ｉ Ｎ Ｅ Ｔ そ の １ 及 び 令 和 ３ 年 １ 月 ８ 日 に 契 約 を 締

結 し た Ｓ Ｉ Ｎ Ｅ Ｔ そ の ２ の 業 務 委 託 に よ り 実 施 し ， 取 り 外

さ れ た 学 習 系 の リ ー ス 機 器 は ， 使 用 せ ず に 山 高 野 浄 化 セ ン

タ ー に 保 管 し て い る ｡ 

(ｴ) 賃 貸 借 契 約 の 変 更 契 約 に つ い て  

  当 該 リ ー ス 契 約 は ， 解 約 時 の 一 括 返 済 に つ い て 契 約 書 に

明 記 さ れ て い な い が ， 実 態 と し て は ， 途 中 解 約 は 原 則 で き

ず ， 解 約 等 に 際 し て は 違 約 金 と し て 残 存 リ ー ス 料 の 一 括 返

済 義 務 が 生 じ る フ ァ イ ナ ン ス ・ リ ー ス で あ る と の 認 識 を 持
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っ て い る 。  

  機 器 統 一 に よ り 学 習 系 の リ ー ス 機 器 を 取 り 外 す こ と に 伴

い ， 令 和 ２ 年 １ ０ 月 １ ３ 日 に ， Ａ 社 に 対 し 契 約 金 額 の 減 額

や 契 約 の 解 除 に つ い て 電 話 で 照 会 し た と こ ろ ， 解 約 す る 場

合 は 違 約 金 と し て リ ー ス 料 の 残 額 を 一 括 し て 支 払 う 必 要 が

あ る こ と ， 減 額 に な る 部 分 は な い と の 回 答 が あ っ た 。  

  そ の た め ， 解 約 す る こ と に よ る 市 の メ リ ッ ト は な い も の

と 判 断 し た が ， Ａ 社 と の 電 話 で の や り 取 り は 組 織 内 部 で の

報 告 が 行 わ れ な か っ た 。  

  ま た ， 機 器 の 入 替 え に 伴 い 既 存 機 器 の 取 り 外 し 作 業 を 別

事 業 者 が 行 う こ と か ら ， そ の 部 分 に つ い て 減 額 の 可 能 性 を

考 え て い た が ， リ ー ス 期 間 満 了 時 に は 使 用 し て い る 校 務 系

機 器 の 取 り 外 し 作 業 と と も に ， 山 高 野 浄 化 セ ン タ ー に 保 管

し て い る 機 器 の 回 収 も 発 生 す る た め ， 結 果 と し て 減 額 の 余

地 は な い と 解 釈 し た 。  

  並 行 し て ， 行 政 課 に も 当 該 リ ー ス 契 約 の 解 除 に 係 る 見 解

を 求 め た と こ ろ ， 解 約 す る 場 合 ， 残 り の リ ー ス 期 間 の リ ー

ス 料 相 当 額 の 損 害 賠 償 金 を 請 求 さ れ る こ と が 予 想 さ れ ， そ

の 際 は 市 議 会 の 議 決 を 要 す る こ と ， ま た 機 器 の 返 還 に よ り

相 手 方 は ， 相 手 方 が 得 た 利 益 を 清 算 す る 義 務 を 負 う 可 能 性

が あ る 旨 の 回 答 を 受 け た 。   

  最 終 的 に は ， 変 更 契 約 す る こ と に よ る 市 へ の メ リ ッ ト は

な い も の と 判 断 し て 契 約 を 継 続 し ， リ ー ス 料 の 支 払 を 続 け

て い る 。  

  な お ， 保 守 費 用 に つ い て は ， 校 務 系 の リ ー ス 機 器 の 保 守

を 継 続 し て お り ， 対 応 す る 学 校 数 も 契 約 時 の ５ ０ 校 か ら 変

更 が な い た め ， 保 守 に 充 て る 人 員 に 変 更 は な い と 認 識 し て

い る 。 ま た Ａ 社 に も ， 保 守 費 用 の 変 更 は で き な い こ と を 令

和 ５ 年 １ 月 １ ２ 日 に 確 認 し た 。  

 (ｵ) 機 器 統 一 に 係 る 意 思 決 定 の 手 続 に つ い て  

  Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 に 係 る 環 境 整 備 の う ち Ｗ Ａ Ｎ 及 び

校 内 Ｌ Ａ Ｎ に つ い て は ， 令 和 ２ 年 度 当 時 の 指 導 課 の 担 当 職

員 が 前 市 長 か ら 直 接 指 示 を 受 け て い た 。  
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  そ の 上 で ， 教 育 委 員 会 内 で 環 境 整 備 の 方 向 性 や 方 法 ， ス

ケ ジ ュ ー ル 等 の 共 通 認 識 を 持 つ た め に ， 令 和 ２ 年 ８ 月 ６ 日

及 び 同 年 １ ０ 月 ２ ８ 日 に ， 前 市 長 か ら 指 示 を 受 け て い た 指

導 課 の 担 当 職 員 が ， 教 育 長 ， 学 校 教 育 部 長 ， 学 校 教 育 部 理

事 及 び 学 校 教 育 課 長 に 対 し ， Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 の 対 応

状 況 に つ い て 報 告 を 行 っ て い る 。  

  意 思 決 定 に つ い て は ， 契 約 締 結 に 際 し て は 施 行 伺 な ど 必

要 な 手 続 を 踏 ん で い る 。 し か し な が ら ， 機 器 統 一 の 意 思 決

定 ま で の 検 討 の 過 程 や 協 議 の 内 容 に つ い て の 報 告 書 や 起 案

文 書 等 は 作 成 し て い な か っ た 。  

イ  Ｄ Ｘ 推 進 課  

  Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 関 連 契 約 （ ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 整 備 ）

の 調 査 報 告 書 は ， 企 画 部 か ら コ ン サ ル テ ィ ン グ 会 社 に 委 託 し

て 作 成 し た も の で あ り ， 教 育 委 員 会 が 保 有 す る 紙 及 び 電 子 の

文 書 デ ー タ の 提 出 を 受 け ， ま た 調 査 委 託 業 者 か ら 教 育 委 員 会

の 職 員 に 聞 き 取 り を 実 施 し 調 査 を 行 っ た 。  

  調 査 の 結 果 ， 当 時 の 機 器 入 替 え の 経 緯 や 検 証 内 容 が 記 載

さ れ た エ ビ デ ン ス は 確 認 で き ず ， ま た 機 器 選 定 の 経 緯 や 当 時

の 利 用 想 定 に 関 す る エ ビ デ ン ス が 残 っ て い な か っ た た め ， 教

育 委 員 会 と し て 検 討 し た 記 録 は 確 認 で き な か っ た と い う 結 論

と な っ た 。  

ウ  契 約 課  

  Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 の 整 備 に 関 連 す る 契 約 事 務 の 適 正

性 の 検 証 結 果 に つ い て ， 財 政 部 が 実 施 し た 教 育 委 員 会 に 対 す

る 調 査 の 結 果 ， 当 該 リ ー ス 契 約 に 関 し て は ２ 点 の 問 題 点 が あ

る と の 結 論 に 至 っ た 。  

  １ 点 目 は ， 書 面 に よ る 意 思 決 定 の 経 緯 が 記 録 さ れ て い な

い た め ， 何 を 根 拠 と し て ， 誰 の 判 断 に よ っ て 現 契 約 を 継 続 す

る と い う 結 論 に 至 っ た か と い う こ と を 当 時 の 担 当 職 員 に 聞 き

取 り し な い 限 り 明 ら か に で き な い 点 で あ る 。  

  ２ 点 目 は ， 当 該 リ ー ス 契 約 に よ る リ ー ス 機 器 に つ い て ，

不 要 に な っ た も の を 他 の 業 者 が 取 り 外 し ， そ の 結 果 ， 保 守 を

行 う 対 象 が 減 り ， 撤 去 費 用 と 保 守 に 関 す る 負 担 が 軽 減 さ れ て
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い る に も 関 わ ら ず ， 契 約 額 を そ の ま ま と し て い る が ， 本 来 は

取 り 外 し を 行 っ た 時 点 で こ れ ら を 減 額 交 渉 の 材 料 と し て 交 渉

す る べ き だ っ た の で は な い か と い う 点 で あ る 。 仮 に 交 渉 を 行

っ て も 不 調 に な る 可 能 性 は あ る が ， 事 業 費 の こ と を 鑑 み れ ば

粘 り 強 い 交 渉 を 実 施 す べ き だ っ た も の と 考 え る 。 ま た 対 象 機

器 の 一 部 の 保 守 が 不 要 に な っ て い る に も か か わ ら ず ， 変 更 契

約 の 手 続 を 行 っ て い な い こ と も 問 題 点 と 認 識 し て い る 。  

エ  財 政 課  

  市 立 小 中 学 校 の 全 校 で 統 一 し た 機 器 へ の 入 替 え を 行 っ た

委 託 契 約 ２ 件 に つ い て は ， 令 和 ２ 年 度 当 初 予 算 に お い て 予 算

を 計 上 し て い な か っ た た め ， Ｓ Ｉ Ｎ Ｅ Ｔ そ の １ は 工 事 請 負 費

を 流 用 し ， ま た Ｓ Ｉ Ｎ Ｅ Ｔ そ の ２ に つ い て は 令 和 ２ 年 度 １ １

月 補 正 予 算 を 計 上 し て 予 算 を 確 保 し た 。  

  令 和 ２ 年 １ ０ 月 ２ ２ 日 に 実 施 し た 補 正 予 算 の 市 長 査 定 に

お い て ， 当 課 か ら 前 市 長 に 対 し ， 委 託 契 約 に 基 づ き 市 立 小 中

学 校 の 全 校 で 統 一 し た 機 器 を 導 入 す る こ と に よ り ， 既 存 の リ

ー ス 機 器 の 一 部 が 不 要 と な る が ， 当 該 リ ー ス 契 約 は 継 続 し リ

ー ス 料 も そ の ま ま 支 出 を 続 け る と の 報 告 が 指 導 課 か ら あ っ た

こ と を 説 明 し た 。  

  そ の 結 果 ， 前 市 長 か ら は ， 市 立 小 中 学 校 に お け る 適 切 な

環 境 整 備 の た め に は 必 要 な 投 資 で あ る と の 見 解 が あ っ た 。  

  ま た ， 同 日 ， 行 政 課 か ら 当 課 ， 契 約 課 ， 学 校 教 育 課 及 び

指 導 課 に 対 し ， 学 校 教 育 課 が 行 政 課 に 依 頼 し た 当 該 リ ー ス 契

約 の 解 除 に 関 す る 相 談 の 回 答 が 送 信 さ れ た 。  

  そ の 後 ， 指 導 課 か ら 当 課 に 対 し ， 当 該 リ ー ス 契 約 の 解 約

等 は 行 わ ず そ の ま ま 継 続 す る こ と を 決 定 し た 旨 が 報 告 さ れ た 。  

 (4) 関 係 人 の 調 査  

  関 係 人 と し て ， 当 該 リ ー ス 契 約 の 相 手 方 で あ る Ａ 社 及 び Ｂ 社

に 対 し ， 任 意 の 協 力 の も と に 書 面 調 査 を 行 っ た 結 果 ， 把 握 し た

内 容 は 次 の と お り で あ る 。  

  ア  当 該 リ ー ス 契 約 の 契 約 形 態 に つ い て  

  当 該 リ ー ス 契 約 の 契 約 形 態 は フ ァ イ ナ ン ス ・ リ ー ス 又 は

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ リ ー ス の い ず れ で あ る か に つ い て 確 認 し
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た 。  

  そ の 結 果 ， 当 該 リ ー ス 契 約 の 契 約 書 は 市 の 指 定 様 式 で あ

り ， Ａ 社 及 び Ｂ 社 と し て フ ァ イ ナ ン ス ・ リ ー ス 又 は オ ペ レ ー

テ ィ ン グ ・ リ ー ス を 区 分 す る も の で は な い と の こ と で あ っ た 。  

イ  当 該 リ ー ス 契 約 の 変 更 及 び 契 約 金 額 の 減 額 に つ い て  

  当 該 リ ー ス 契 約 に つ い て ， 現 在 使 用 し て い る 校 務 系 の 機

器 の み の 賃 借 及 び 保 守 の 内 容 に 変 更 す る こ と が 可 能 で あ る か ，

ま た そ の 場 合 に 契 約 金 額 が 減 額 と な る 余 地 が あ る か ， 加 え て ，

契 約 期 間 中 に 解 約 又 は 使 用 し て い る 部 分 の み の 契 約 に 変 更 し

た 場 合 ， 違 約 金 の 違 い は あ る か に つ い て 確 認 し た 。  

  そ の 結 果 ， 当 該 リ ー ス 契 約 は ， 市 の 定 め る 入 札 手 続 に 従

い 締 結 し ， か つ 賃 貸 人 と し て の 履 行 義 務 を 適 切 に 果 た し て お

り ， 当 該 契 約 に 定 め る 解 除 事 由 の い ず れ に も 該 当 し な い こ と

か ら ， 市 の 一 方 的 な 都 合 に よ り 契 約 を 変 更 し 機 器 の 一 部 を 解

約 す る こ と に は 応 じ か ね る こ と ， た だ し ， 契 約 当 事 者 間 の 協

議 に よ り ， 当 初 の 賃 貸 借 期 間 （ ６ ０ か 月 ） を 前 提 と し た 残 存

リ ー ス 料 の 全 額 に 相 当 す る 額 を 支 払 う 場 合 は 契 約 変 更 を 検 討

す る 余 地 が あ る と の こ と で あ っ た 。  

  ま た ， 当 該 リ ー ス 契 約 は ， 市 の 仕 様 書 に 従 い ６ ０ か 月 の

長 期 継 続 契 約 と し て 締 結 し ， 市 の 要 望 に 基 づ き 機 器 を 選 定 し ，

応 札 金 額 を 総 価 （ ６ ０ 回 払 ） で 算 出 し て い る こ と や ， 当 該 リ

ー ス 契 約 に 係 る 機 器 等 は 柏 市 の 市 立 小 中 学 校 向 け Ｌ Ａ Ｎ 設 備

及 び 工 事 で あ り ， 柏 市 以 外 で の 機 器 等 の 転 用 若 し く は 転 売 又

は 残 存 価 格 の 設 定 に よ る 投 下 資 本 回 収 を 想 定 し て い な い こ と

等 か ら ， 応 札 金 額 で あ る 総 価 の 支 払 が 約 束 さ れ た 契 約 で あ る

と の 認 識 で あ り ， 契 約 金 額 の 減 額 に は 応 え ら れ な い と の こ と

で あ っ た 。  

 

 ６  判 断  

   監 査 の 結 果 ， 本 件 請 求 に つ い て は 次 の と お り 判 断 し た 。  

  (1) 本 件 請 求 の 行 為 者 に つ い て  

  本 件 請 求 の 行 為 者 に つ い て ， 請 求 人 は 「 前 秋 山 市 長 、 前

鬼 沢 副 市 長 ， 前 河 嶌 教 育 長 、 大 内 統 括 リ ー ダ ー 、 前 高 橋 財 政
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部 長 ｛ 現 代 表 監 査 ｝ 前 新 井 契 約 課 長 ｛ 現 教 育 総 務 課 長 ｝ こ の

案 件 の 決 済 者 の 認 証 印 の あ る 者 及 契 約 事 務 の 責 任 者 ら 」（ 請

求 書 か ら 原 文 の ま ま 記 載 ） と し て い る が ， 本 件 請 求 の 監 査 対

象 と し た 公 金 の 支 出 は ， 令 和 ４ 年 ２ 月 ２ ０ 日 以 降 に 支 出 さ れ

た リ ー ス 料 で あ る た め ， 本 件 請 求 の 行 為 者 は ， 令 和 ４ 年 ２ 月

２ ０ 日 以 降 の 予 算 執 行 の 責 任 者 で あ る 現 市 長 及 び 令 和 ４ 年 ２

月 ２ ０ 日 以 降 の リ ー ス 料 の 支 出 に 関 す る 事 務 を 専 決 す る 権 限

を 与 え ら れ た 職 員 で あ る と 判 断 し た 。  

(2) 市 立 小 中 学 校 の 全 校 で 統 一 し た 機 器 へ の 入 替 え を 行 っ た

こ と に つ い て  

  監 査 対 象 部 局 へ の 調 査 の 結 果 ， 市 立 小 中 学 校 の 全 校 で 統

一 し た 機 器 へ の 入 替 え を 行 っ た こ と は 前 市 長 の 意 向 で あ り ，

市 立 小 中 学 校 の 全 学 年 に お け る １ 人 １ 台 端 末 の 整 備 に 伴 い ，

将 来 を 見 越 し た 安 定 的 な 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 及 び 障 害 発

生 時 の 迅 速 な 対 応 が 可 能 と な る 保 守 管 理 体 制 が 必 要 と の 前 市

長 の 政 策 的 判 断 で あ っ た 。  

  従 っ て ， 当 該 リ ー ス 契 約 に 基 づ く 既 存 の 機 器 が あ る に も

か か わ ら ず ， 全 校 で 統 一 し た 新 た な 機 器 に 入 れ 替 え た こ と に

つ い て は ， Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 に 基 づ く 市 立 小 中 学 校 の 学

習 環 境 の 整 備 に 必 要 な 投 資 で あ る と い う 前 市 長 の 政 策 的 判 断

で 行 わ れ た も の で あ る た め ， そ の 適 否 に つ い て は 監 査 委 員 の

判 断 が 及 ば な い も の と 考 え る 。  

  な お ， 企 画 部 の 調 査 報 告 書 に お い て ， 保 守 品 質 向 上 の 観

点 か ら ， リ ー ス 機 器 の 入 替 え に よ る 機 器 メ ー カ ー の 統 一 を 実

施 し た こ と は 妥 当 で あ る と 考 察 し て い る 。 ま た ， 教 育 委 員 会

の 陳 述 に お い て も ， 令 和 ３ 年 度 前 半 に 生 じ て い た ， 授 業 の 中

で イ ン タ ー ネ ッ ト が 繋 が り づ ら い と い う 状 態 の 要 因 は 校 内 Ｌ

Ａ Ｎ で は な か っ た こ と が 判 明 し ， 現 在 で も 大 き な ト ラ ブ ル は

発 生 し て お ら ず ， 適 切 な 環 境 を 整 備 し た と 考 え て い る と の 説

明 が あ っ た 。  

  (3) 撤 去 し た 機 器 へ の リ ー ス 料 の 支 出 に つ い て  

  当 該 リ ー ス 契 約 に 基 づ く リ ー ス 料 の 支 出 に つ い て は ， 機

器 の 統 一 に よ り 既 存 の リ ー ス 機 器 の 一 部 が 撤 去 さ れ た 後 も そ
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の 機 器 に 対 す る リ ー ス 料 は そ の ま ま 支 出 さ れ て お り ， 本 件 請

求 の 監 査 対 象 で あ る 令 和 ４ 年 ２ 月 ２ ０ 日 以 降 令 和 ６ 年 ９ 月 ３

０ 日 ま で に ， 撤 去 し た 機 器 に 係 る リ ー ス 料 は 計 94,199,988

円 支 出 さ れ る 見 込 み で あ る 。  

  当 該 リ ー ス 契 約 の 令 和 ２ 年 度 時 点 の 所 管 部 署 で あ っ た 指

導 課 の 担 当 職 員 は ， 当 該 リ ー ス 契 約 に つ い て ， 契 約 書 上 は 明

記 さ れ て い な い も の の ， 解 約 時 に は 残 存 リ ー ス 料 を 一 括 し て

支 払 う 義 務 を 負 う も の と 認 識 し て い た と 主 張 し て い る 。 令 和

２ 年 １ ０ 月 １ ３ 日 に ， Ａ 社 に 対 し 電 話 に て 契 約 の 解 除 等 に つ

い て 確 認 し た と こ ろ ， 解 約 時 の 違 約 金 は リ ー ス 料 の 残 額 を 一

括 し て 支 払 う 必 要 が あ り ， 減 額 に な る 部 分 は な い と の 回 答 を

受 け た と し て い る 。   

  一 方 で ， 請 求 人 の 陳 述 で も あ っ た と お り ， 学 校 教 育 課 は

令 和 ２ 年 １ ０ 月 ， 行 政 課 に 対 し 当 該 リ ー ス 契 約 の 解 除 に つ い

て 相 談 し て い る 。 同 年 １ ０ 月 ２ ２ 日 に メ ー ル で 送 信 さ れ た 行

政 課 意 見 に よ る と ， 市 側 の 都 合 に よ る 契 約 解 除 に つ い て 契 約

書 上 に 該 当 す る 規 定 は な く ， 適 用 さ れ る 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 の

改 正 民 法 施 行 前 の 旧 民 法 に お い て も 本 事 案 に 適 用 で き る 規 定

が な い た め ， 契 約 を 締 結 し た ３ 者 の 合 意 に よ り 解 除 す る こ と

と な る が ， 市 に 対 し て 残 存 リ ー ス 料 相 当 額 を 損 害 賠 償 金 と し

て 請 求 し て く る こ と は 十 分 予 想 さ れ る こ と や ， 当 該 リ ー ス 契

約 が フ ァ イ ナ ン ス ・ リ ー ス に 該 当 す る か 否 か は 契 約 書 か ら は

定 か で な い が ， フ ァ イ ナ ン ス ・ リ ー ス に 近 い 性 質 の も の で あ

る 場 合 に は ， 賃 貸 借 目 的 物 の 返 還 を 受 け た 相 手 方 が そ れ に よ

り 取 得 し た 利 益 の 清 算 の 義 務 を 負 う 可 能 性 ， す な わ ち 支 払 額

の 減 額 の 可 能 性 は 十 分 に あ る 旨 を 回 答 し て い る 。  

  こ の 回 答 は ， 学 校 教 育 課 の み な ら ず 指 導 課 ， 財 政 課 及 び

契 約 課 に も 送 信 さ れ て い た 。 最 終 的 に ， 指 導 課 は ， Ａ 社 に 電

話 で 確 認 を し た 際 に 減 額 に な る 部 分 は な い と の 回 答 が あ っ た

こ と を も っ て リ ー ス 契 約 を そ の ま ま 継 続 す る こ と を 決 定 し ，

そ の 決 定 を 財 政 課 に 報 告 し た 。  

  し か し な が ら ， 本 来 で あ れ ば ， 市 立 小 中 学 校 の 全 校 で 統

一 し た 機 器 を 導 入 し 既 存 の リ ー ス 機 器 の 一 部 を 撤 去 す る と い
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う 選 択 肢 が 現 れ た 段 階 で ， 速 や か に 市 と 当 該 リ ー ス 契 約 の 相

手 方 ２ 者 と の 間 で 契 約 内 容 や リ ー ス 機 器 の 取 扱 い 等 に つ い て

の 確 認 及 び 協 議 を 実 施 し ， ま た そ の 内 容 を 踏 ま え ， 教 育 委 員

会 内 で の 慎 重 な 検 討 や 関 係 部 署 と の 調 整 を 行 っ た 上 で ， 市 と

し て 取 る べ き 適 切 な 対 応 を 決 定 す る べ き で あ っ た 。 そ れ を 怠

り ， 結 果 的 に 電 話 で の 確 認 の み を も っ て こ の よ う な 大 き な 判

断 を 行 っ た こ と は ， 市 民 か ら 託 さ れ た 大 切 な 財 産 で あ る 公 金

を 扱 っ て い る と い う 自 覚 が 欠 け て お り 不 適 切 な 対 応 と 言 わ ざ

る を 得 な い 。  

  ま た ， 機 器 の 統 一 及 び そ れ に 伴 う 既 存 の リ ー ス 機 器 の 一

部 撤 去 ， さ ら に 当 該 リ ー ス 契 約 を そ の ま ま 継 続 す る こ と に つ

い て ， 意 思 決 定 の 内 容 や 決 定 に 至 る ま で の 検 討 過 程 に 関 す る

公 文 書 を 作 成 し て い な い こ と は ，「 所 管 事 務 に 係 る 意 思 決 定

は ， 公 文 書 を 作 成 し て 行 う も の と す る 」 と 規 定 し ， か つ 「 所

管 事 務 に 係 る 実 績 の 記 録 は ， 公 文 書 を 作 成 す る こ と に よ り 行

う も の と す る 」 と 規 定 す る 柏 市 教 育 委 員 会 公 文 書 管 理 規 則 第

８ 条 に 違 反 し て い る と 言 え る 。  

  こ の よ う に ， 当 該 リ ー ス 契 約 に 基 づ く 公 金 の 支 出 は ， 事

務 手 続 に 適 正 を 欠 き 市 の 規 則 に 違 反 す る 部 分 が あ る こ と は 明

ら か で あ る 。  

  し か し な が ら ， 当 該 リ ー ス 契 約 の 契 約 書 で は ， 市 側 の 都

合 に よ る 契 約 解 除 に つ い て ， こ の 契 約 に 係 る 部 分 の 市 の 歳 入

歳 出 予 算 の 減 額 又 は 削 除 が あ っ た と き 以 外 の 規 定 が な く ， ま

た ， 市 と 契 約 の 相 手 方 ２ 者 の い ず れ も ， 当 該 リ ー ス 契 約 に つ

い て ， 途 中 解 約 は 原 則 で き ず ， 解 約 等 に 際 し て は 残 存 リ ー ス

料 の 全 額 を 支 払 う 義 務 が 生 じ る と 認 識 し て い る 。 さ ら に ， 当

該 リ ー ス 契 約 の 相 手 方 ２ 者 に よ れ ば ， 当 該 リ ー ス 契 約 は 応 札

金 額 を 総 価 （ ６ ０ 回 払 ） で 算 出 し て お り ， ま た 当 該 リ ー ス 契

約 に 係 る 機 器 等 は 本 市 の 市 立 小 中 学 校 向 け Ｌ Ａ Ｎ 設 備 及 び 工

事 で あ り ， 本 市 以 外 で の 機 器 等 の 転 用 若 し く は 転 売 又 は 残 存

価 格 の 設 定 に よ る 投 下 資 本 回 収 を 想 定 し て い な い た め ， 契 約

金 額 の 減 額 に は 応 え ら れ な い と の こ と で あ っ た 。  

  そ の た め ， 仮 に 機 器 の 入 替 え に 伴 い 当 該 リ ー ス 契 約 を 一
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部 解 約 す る 変 更 契 約 を 締 結 し た 場 合 で あ っ て も ， 残 存 リ ー ス

料 の 全 額 の 支 払 が 必 要 と な る た め 支 払 額 は 契 約 変 更 前 と 変 わ

ら ず ， ま た ， 変 更 契 約 の 締 結 に よ り リ ー ス 機 器 を 返 還 し た 場

合 で あ っ て も ， 当 該 リ ー ス 契 約 の 相 手 方 が リ ー ス 機 器 の 返 還

に よ り 利 益 を 得 ら れ る か は 定 か で は な く ， 利 益 の 清 算 に よ る

市 の 支 払 額 の 減 額 の 可 否 は 不 確 定 で あ る た め ， 撤 去 し た 機 器

に 対 し リ ー ス 料 の 支 出 を 続 け て い る こ と が 市 に 損 害 を 与 え て

い る と は 言 い 切 れ な い と 判 断 し た 。  

   

  以 上 の こ と か ら ， 本 件 請 求 の 対 象 で あ る 当 該 リ ー ス 契 約 に 基

づ く リ ー ス 料 の 支 出 は ， 市 に 損 害 を 与 え た 違 法 又 は 不 当 な 公 金

の 支 出 で あ る と す る 理 由 が な い の で ， 本 件 請 求 を 棄 却 す る 。  

 

７  監 査 の 結 果 に 基 づ く 意 見  

 本 監 査 を 実 施 す る 中 で 問 題 点 が 見 ら れ た の で ， 次 の と お り 意 見

を 述 べ る 。  

 当 該 リ ー ス 契 約 に つ い て は ， 支 払 額 が 減 額 で き る か 否 か に 関 わ

ら ず ， 撤 去 し た リ ー ス 機 器 を 山 高 野 浄 化 セ ン タ ー に 保 管 し 続 け る

こ と は ， 市 の 施 設 の 一 部 を 複 数 年 に 渡 り 不 要 な 機 器 の 保 管 に 占 有

す る こ と の み な ら ず ， リ ー ス 機 器 に つ い て 善 良 な る 管 理 者 の 注 意

義 務 を 負 う こ と か ら も 適 切 で は な い と 考 え る 。 当 該 リ ー ス 契 約 の

現 在 の 所 管 部 署 で あ る Ｉ Ｃ Ｔ 推 進 室 に お い て は ， 当 該 リ ー ス 契 約

の 相 手 方 ２ 者 と 十 分 な 協 議 を 行 い ， 市 と し て 取 る べ き 最 善 の 方 法

を 速 や か に 検 討 さ れ た い 。  

 な お ， 当 該 リ ー ス 契 約 に 係 る 契 約 書 及 び 仕 様 書 に つ い て は ， リ

ー ス 機 器 返 還 時 の 機 器 の 撤 去 や 搬 送 に 係 る 費 用 負 担 等 に つ い て の

記 載 が な く ， 契 約 の 条 件 に 疑 義 が 生 じ た 点 が あ っ た 。 Ｉ Ｃ Ｔ 推 進

室 に お い て は ， 今 後 の 契 約 手 続 に 際 し ， 仕 様 書 や 契 約 書 の 記 載 事

項 に 不 足 が な い よ う 十 分 に 留 意 さ れ た い 。  

 ま た ， 本 監 査 の 中 で は ， 当 該 リ ー ス 契 約 の 継 続 だ け で な く Ｇ Ｉ

Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 の 実 現 に 向 け た 多 く の 意 思 決 定 に お い て ， そ の

過 程 が 公 文 書 で 確 認 で き ず ， 市 の 各 部 署 が 担 当 す る 業 務 の 範 囲 を

規 定 し た 事 務 分 掌 や 責 任 の 所 在 に お い て も 不 明 瞭 な 点 が 見 ら れ た 。  



 

 20 

 

 公 文 書 は ， 各 部 署 の 職 員 が 職 務 上 組 織 的 に 用 い る も の と し て 作

成 す る も の で あ り ， Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 関 連 事 業 の 令 和 ２ 年 度

及 び 令 和 ３ 年 度 の 決 算 額 は 約 ４ １ 億 円 に 及 ぶ 大 規 模 事 業 で あ る こ

と を 踏 ま え れ ば ， そ の 意 思 決 定 に 至 る 過 程 や 事 務 事 業 の 実 績 を 検

証 す る こ と が で き る よ う 公 文 書 の 作 成 や 保 存 を 適 切 に 行 い ， 市 民

へ の 説 明 責 任 を 果 た さ な け れ ば な ら な い 。  

 し か し な が ら ， 本 監 査 の 中 で 確 認 し た 状 況 は ， 教 育 委 員 会 の 保

有 す る 公 文 書 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め た 柏 市 教 育 委 員 会 公

文 書 管 理 規 則 第 ８ 条 に 違 反 す る も の で あ っ た 。  

 教 育 委 員 会 は ， 意 思 決 定 の 過 程 や 事 務 事 業 の 実 績 を 正 確 に 表 し

た 公 文 書 を 作 成 す る 必 要 が あ る こ と を 強 く 認 識 し ， 今 後 早 急 に ど

の よ う な 方 策 を 講 じ る 必 要 が あ る か を 組 織 と し て 検 討 し 共 有 さ れ

た い 。  

 最 後 に な る が ， 今 回 の 事 案 は ， 今 後 の 市 立 小 中 学 校 に お け る 教

育 環 境 に 大 き な 影 響 を 与 え る 重 要 か つ 大 規 模 な 事 業 を 少 数 の 職 員

に 担 わ せ ， 情 報 共 有 も 不 十 分 な ま ま ， 市 と し て 組 織 的 な 対 応 が 行

わ れ て い な か っ た こ と が そ の 根 底 に あ る と 考 え る 。  

  当 時 ， 市 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 対 応 に 追 わ れ て い た 時

期 で あ り ， ま た 教 育 委 員 会 に お い て は ， 令 和 ３ 年 ４ 月 ま で に 全 学

年 １ 人 １ 台 の 端 末 を 有 効 に 稼 働 さ せ る 環 境 の 整 備 に 向 け て 時 間 や

人 員 が 不 足 す る ひ っ 迫 し た 状 況 で あ っ た こ と は 理 解 で き る が ， や

は り 内 部 統 制 の 運 用 状 況 に 問 題 が あ っ た と 言 わ ざ る を 得 な い 。  

  市 は ， 契 約 手 続 及 び 文 書 管 理 並 び に 組 織 管 理 の 適 正 化 に 向 け た

取 組 を 進 め ら れ ， 今 後 同 様 の 事 案 が 発 生 し な い よ う 内 部 統 制 の 運

用 を 徹 底 さ れ た い 。  

 

 

 


